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資料概要

群馬県の工業デザインに大きな影響を与えたドイツ人建築家、ブ
ルーノ・タウト（1880-1938）。
本書は、そのタウトの研究を手がける著者が、イギリスとアメリカ
の田園都市が成立する過程と、宗教や哲学など都市成立の背景となっ
た精神史、思想史とから、ドイツの田園都市を検証したものである。
この研究は、従来行われてきた 19世紀から 20世紀の世紀転換期に
おける建築群を、「モダニズム」で括ることの危うさを、著者がタウ
トの都市構想に見いだしていることが動機になっている。
田園都市を標榜する都市は多くの国にあるが、本書が着目するのは
理念を掲げてつくられた都市、哲学や思想、宗教など精神的な理念が
透けて見える都市である。本書ではそうした特徴を持った前述３国の
事例を、歴史的な観点から丹念にたどっていく。そして、このイギリ
ス、アメリカ、ドイツの田園都市に共通する精神性こそ、千年王国の
思想に求められると著者は考える。
千年王国とは、新約聖書のヨハネの黙示録を基にしたキリスト教の
終末論で、最後の審判の前にサタンが底知れぬ所に閉じこめられ、
1,000 年の間、キリストと殉教者や聖徒が支配する世界をいう。この
祝福された楽園、ユートピアを造ろうとするムーブメントが特にプロ
テスタント教国で田園都市として顕現したと考えるのである。
田園都市（＝ユートピア）の都市計画は、同心円を基調とするもの
から、方形を基調とするものへと変化していく。著者はこの変化の理
由を、「同心円＝ヒエラルヒーを重視したカトリック的な思想」から、
「方形＝聖書（旧約聖書「民数記」）を読み解く中で発想された神の下
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での平等の思想を表現するプロテスタント的思想」への変化に求める。
この大きな流れの中で、イギリスでは世紀末の心霊主義、アメリカではピューリタニズムとウィルダネスを背景にして、
田園都市計画は精神都市計画となり、その後同じように俗化する歴史をたどった。
一方、ドイツは、30年戦争のために啓蒙主義に感化されずに近代に至った。ドイツのモダニズムを決定づけたものは、
宗教改革から２世紀を経て復活したルター主義だという。
ルター主義はアウグスティヌスが採ったプラトン主義を源流とする神秘主義を内包していた。はたして、この神秘主
義こそがドイツの精神世界に通底して、ドイツの田園都市の都市計画に、またタウトの思想に、影響したのだと著者は
考える。
『都市の冠』や『アルプス建築』などのタウトの著作からは、確かにモダニズムと遠いところにあるはずの神秘主義の
薫りが漂う。彼が群馬県で暮らした場所が、禅宗、黄檗宗の少林山達磨寺だったことは、タウトが「精神都市」を指向
した建築家だったことと無関係ではあるまい。
本書は、建築家の著作らしい精緻な構造で編まれている。600 頁を超える大著だが、どの部分から読んでも全体の魅
力を減じることはない。工作舎らしい美しい装丁も著作に花を添えている。
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